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　子供が単元を通して意欲的に活動に取り組めるよう
に、下り坂コースなどの易しく活動が行える場や、ジ
グザグコースなどの自由に活動に取り組める場を設定
し、発展的な場として上り坂コースや、凸凹コースな
どの場を追加していくことや、教師の肯定的な声かけ

によって子供たちの意欲が継続していくでしょう。場
を工夫するときには、広さ、向き、高さを変えていく
ことが必要になります。子供たちが学習に沿った動き
をするために、教師の称讃とともに、学習を方向付け
る具体的な言葉がけを行うようにしましょう。

単元計画の留意点

時間

　マットを使った運動遊びは、子供たちがマ
ットを使って遊びながら、いろいろな動きに
楽しく取り組んで、自分の力にふさわしい動
きを身に付けたときに、喜びを味わうことの
できる運動遊びです。
　授業では、運動遊びを通して子供が支持や
逆さ姿勢、回転などの感覚を十分に味わい、
基本的な動きを身に付けられるようにしまし
ょう。適度な柔らかさのあるマットを活用し
て、背中や腹などをつけていろいろな方向へ

０

45
（分）

オリエンテーション
○運動の行い方や、
約束を知り、実際
に教師と一緒に
遊んでみる。
○マット運動での約
束や用具の準備・
片付けの仕方を
確認する。

〈例〉
「学習のはじめの運
動」につながるよう
な動きを取り入れる。
　・動物歩き
　・ゆりかご
　・ゆりかごじゃん
けん

　・だるま回り
　・かえるの足打ち
　・かえる倒立
　・弓のポーズ

○振り返りをする

転がったり、手や背中で支持しての逆立ちや、
体を反る遊びなどをしたりする楽しさを意図
的に取り入れた運動遊びを構成します。また、
子供たちが楽しく運動に取り組みながらいろ
いろな動きを自ら試したり、基本的な動きを
身に付けたりすることができるように、条件
を変えた場を複数設けるとよいでしょう。
　教師は、子供たちが活動している様子を見
たり、一緒になって活動したりする中で、子
供たちのよい動きを取り上げたり、友達のよ
い動きを伝えたりしながら学級全体に動きが
広がっていくようにしましょう。

※学校の設備や教具など、実態に合わせて
活動内容を変更するようにしましょう。

学習のはじめの運動 教師と共に動物歩き、ゆりかご、だるま回り、かえるの足打ちなどをして遊ぶ。

楽しみ①　つかむ・やってみる 楽しみ②　
広げる・学び合う○教師と一緒に、いろいろな運動遊びをしよう。

　・いろいろな転がり方をしてみよう。
　　（下り坂、凸凹、ジグザグ各コース）
　・体を支えてみよう。
　　（川跳び、ブリッジ、背中倒立、首倒立、
　壁登り逆立ち、トンネルくぐり）

○それぞれの場をローテーションして、取り
組もう。

○振り返りをしよう。

○友達と一緒に遊んだり、
場を選んだりしよう。

・せーのでコース
・トンネルコース
・壁じゃんけんスペース
・どーんじゃんけんコース
・ふわふわコース
・くるくるレースコース
・ぴたっとスペース

○友達と一緒にそれぞれの場を、
ローテーションして取り組もう。
○振り返りをしよう。

授業づくりのポイント

学習の進め方

第６時第５時第４時第３時第２時第１時

器械・器具を使っての運動遊び
（固定施設を使った運動遊び）
体つくりの運動遊び
器械・器具を使っての運動遊び
（マットを使った運動遊び）
水遊び
表現リズム遊び
器械・器具を使っての運動遊び
（跳び箱を使った運動遊び）
走・跳の運動遊び（跳の運動遊び）
ゲーム（鬼遊び）
走・跳の運動遊び（走の運動遊び）
ゲーム（ボール投げゲーム）

４月

５月
６月

7/8月
9月
10月

11月
12月
1月

2/3月

マットランドであそぼう
～マットを使った運動遊び～
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今日の学習はどうでしたか？
どんな動きができましたか。

マットに手を
着けて、跳び
越せたよ。

逆立ちの場所で、ろ
く木の３本目まで足
を上げられたよ。

先生と一緒に前や後ろ、横
にも転がってみましょう。

坂道だと簡単に
転がれるよ。後
ろ向きでもやっ
てみよう！

今日の学習はど
うでしたか。友
達の動きでよか
ったところを、
教えてください。

いろいろな動きで、
マットランドで遊
びましょう。

今日から、友達とペアやグループになって
遊びましょう。友達の動きを真似したり、
タイミングを合わせてみたりしましょう。


